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農
業
・
農
村
の
多
面
的
機
能
と
は
。景観の保全

保健休養の場の提供

生態系の保全

地下水かん養

河川流域の安全

中山間
農業地域

平地
農業地域

農
業
・
農
村
は
、「
食
」
を
支
え
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
国
土
の
保
全
や
、
水
源
の
か
ん
養
、
自
然
環
境
の
保
全
、
良

好
な
景
観
の
形
成
、
文
化
の
伝
承
な
ど
様
々
な
働
き
を
持
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
様
々
な
働
き
を
「
多
面
的
機
能
」
と
い
い
ま
す
。
こ
の
「
多
面
的
機
能
」
は
、県
民
の
大
切
な
財
産
で
あ
り
、

こ
れ
を
維
持
・
発
展
さ
せ
る
た
め
に
も
、
農
業
を
継
続
す
る
こ
と
が
大
変
重
要
で
す
。 

中
山
間
（
ち
ゅ
う
さ
ん
か
ん
）
地
域
と
は
、
平
野
の
外
縁
部
か
ら
山
間
地
を
指
し
ま
す
。

山
の
多
い
日
本
で
は
、
こ
の
よ
う
な
中
山
間
地
域
が
国
土
面
積
の
約
7
割
を
占
め
て
お
り
、
栃

木
県
で
は
、
約
半
分
（
47%

）
を
占
め
て
い
ま
す
。

栃
木
県
に
お
け
る
中
山
間
地
域
は
、
西
部
の
日
光
〜
北
部
の
那
須
〜
東
部
の
八
溝
に
か
け
て
の

地
域
に
な
り
ま
す
。

中
山
間
地
域
で
は
、
人
口
が
減
少
す
る
一
方

で
、
耕
作
放
棄
地
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

﹃
中
山
間
地
域
と
は
﹄

出典／農林水産省 HP

出典／農林水産省 HP

【とちぎの田園ふるさと風景百選】
美しく豊かな“とちぎのふるさと田園風景”を百年後に継承するとともに、「活力に満ちたふるさととちぎづくり」を、
多くの県民の皆様の理解と参加を得ながら展開していくため、「とちぎのふるさと田園風景百選」を選定しました。
http://www.agrinet.pref.tochigi.lg.jp/tochigi_event/denenmap/

洪
水
が
起
き
な
い
よ
う
に
す
る

田
は
周
り
を
あ
ぜ
で
囲
ま
れ
て
い
る
た

め
、
ま
た
畑
は
土
の
す
き
間
が
多
い
た
め
、

水
を
た
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。こ
の
た

め
、洪
水
を
防
ぐ
こ
と
に
も
、役
立
っ
て
い

ま
す
。

川
の
流
れ
を
安
定
さ
せ
き
れ
い
な

地
下
水
を
つ
く
る

田
に
た
ま
っ
た
水
は
、
一
部
は
排
水
路
か

ら
川
に
も
ど
り
ま
す
。ま
た
、一
部
は
ゆ
っ

く
り
と
地
下
に
し
み
こ
み
、
地
下
水
と

な
っ
た
り
川
へ
わ
き
出
し
て
、
川
の
流
れ

を
安
定
さ
せ
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。

土
砂
崩
れ
や
土
の
流
出
を
防
ぐ

田
畑
は
こ
ま
め
に
手
入
れ
を
し
た
り
、
耕

す
こ
と
で
、
田
畑
に
た
め
ら
れ
た
水
は

ゆ
っ
く
り
と
地
下
に
し
み
こ
む
よ
う
に
な

り
ま
す
。こ
の
た
め
、
地
下
水
が
急
に
増
え

る
の
を
お
さ
え
、
土
砂
く
ず
れ
な
ど
の
災

害
を
防
ぐ
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

美
し
い
風
景
を
つ
く
る

農
村
地
域
で
は
農
業
が
営
ま
れ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
作
物
や
農
地
、
農
家
の
家
屋
、

周
辺
の
水
辺
や
里
山
が
一
体
と
な
っ
て
、

美
し
い
田
園
風
景
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

伝
統
文
化
を
守
る 

農
村
に
は
、
農
作
物
の
豊
作
に
感
謝
す
る
お
祭
り
や
、
農
作
業
の

安
全
を
い
の
る
行
事
な
ど
多
く
の
伝
統
的
な
文
化
が
あ
り
ま

す
。農
業
は
、
地
域
の
伝
統
や
文
化
を
受
け
つ
ぎ
続
け
る
こ
と

に
、大
き
な
役
わ
り
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

癒
し
や
安
ら
ぎ
を
も
た
ら
す

農
村
の
き
れ
い
な
空
気
や
水
、
美
し
い
緑
、

四
季
の
変
化
な
ど
が
安
心
と
や
す
ら
ぎ
を

あ
た
え
、
心
と
体
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
せ

ま
す
。

有
機
物
を
分
解
す
る

田
畑
の
土
の
中
に
い
る
微
生
物
は
、
家
畜

の
排
せ
つ
物
や
野
菜
の
く
ず
な
ど
か
ら

作
っ
た
有
機
物
を
分
解
し
、
作
物
が
養
分

と
し
て
利
用
し
や
す
い
形
に
変
え
ま
す
。

体
験
学
習
や
教
育
の
場
と
し
て

農
村
で
動
植
物
や
豊
か
な
自
然
に
ふ
れ

る
こ
と
で
、
生
命
の
大
切
さ
や
食
料
の
め

ぐ
み
に
感
謝
す
る
心
が
育
ま
れ
ま
す
。

生
き
も
の
を
育
て
る

田
は
、
い
ろ
い
ろ
な
生
き
も
の
の
す
み
か

と
な
り
、
豊
か
な
生
態
系
が
保
た
れ
て
い

ま
す
。
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地
域
資
源
の
発
掘

︵
む
ら
お
こ
し
プ
ラ
ン
ナ
ー
事
業
︶

H23

茶
摘
み
機
、茶
刈
り
機
等
の
購
入

︵
活
力
あ
る
中
山
間
地
域
つ
く
り
事
業
︶

H23

と
ち
ぎ
夢
大
地
応
援
団

 

カ
レ
ッ
ジ
活
動

H25

紅
茶
の
試
作

︵
中
山
間
特
産
品
等

 

チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
︶

H25

地
元
農
産
物
を
活
用
し
た

地
域
活
性
化
構
想
策
定

︵
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
事
業
︶

H24

都
市
住
民
交
流
体
験

メ
ニ
ュ
ー
の
開
発

︵
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
事
業
︶

H25

あ
づ
ま
っ
ぺ
協
議
会
設
立

H24
﹁
や
み
ぞ
の
郷

 
須
賀
川
花
暦
﹂の
製
作

︵
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
事
業
︶

H26

旅
行
会
社
と
の
連
携
に
よ
る

ツ
ア
ー
受
入
れ
開
始

H26

茶
摘
み
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
入
れ

︵
中
山
間
地
域
等

 

魅
力
体
験
ツ
ア
ー
事
業
︶

H26

誘
客
促
進
に
向
け
た
検
討

︵
若
者
提
案
型
協
働

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
︶

H26

紅
茶
生
産
の
た
め
の

茶
畑
管
理
現
地
研
修
会

︵
む
ら
お
こ
し
プ
ラ
ン
ナ
ー
事
業
︶

H25

紅
茶
生
産
の
た
め
の

茶
畑
管
理
現
地
研
修
会

︵
む
ら
お
こ
し
プ
ラ
ン
ナ
ー
事
業
︶

H26

誘
客
促
進
に
向
け
た
検
討

︵
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
事
業
︶

H26

と
ち
ぎ
夢
大
地
応
援
団

 

カ
レ
ッ
ジ
活
動

H26

商
品
発
表
会
と
試
飲
会
を
開
催

H26

「くろばね茶」の復興と
八溝山麓にある須賀川地区は、本州北限の茶の産地「くろばね茶」として知られています。近年では、過疎化・高齢化

のため、茶畑の荒廃が進んでいます。そこで、緑茶と加工は異なるものの、同じ茶葉を使う紅茶に注目。

茶畑の復活とともに、紅茶の開発や都市農村交流などで地域興しに取り組んでいる事例を紹介します。

「紅茶」の開発への挑戦！ 活動事例紹介

H23

地域のお宝を
探すために！

中山間地域の特性・意義・役割等を
説明し、むらづくりに取り組むための
手法としてワークショップの方法や
効果について、学びました。

地区活性化を図るために、5 回の
ワークショップを通じて、地域資源
等の見直し、廃校の利活用検討、現
状の課題整理等を行い、地元農産
物を活用した地域活性化構
想を策定しました。

H24

地域活性化
構想策定

H25

紅茶の試作

茶葉を使った新商品（紅茶）
を開発し、特産品として生み
出すため、紅茶の加工と商
品化に向けた試作を行い
ました。

雲巌寺など地区内のみどころや季
節の魅力ある花々など、地域の魅
力をＰＲするパンフレット「やみ
ぞの郷 須賀川花暦」を製作し
ました。

H26

須賀川地区の
魅力を満載

足利短期大学学生があづまっペ協議
会が管理する茶畑周辺の草むしりや
景観作物（ヒマワリ）の種まきを行
いました。

H26

とちぎ夢大地応援団

カレッジ活動

旅行会社と連携しながら、茶摘み体験
及び木の実クラフト、雲巌寺周辺散策
ツアーを 4 回紅茶物語ツアーとして
実施。また、中山間地域魅力体験ツ
アーでは、茶摘みボランティア
の受入れを行いました。

H26

都市住民との
交流

将来の夢

緑茶「くろばね茶」と開発した紅
茶「雲厳の静謐（うんがんのせいひつ）」
の商品を販売PRするために、須
賀川地区内の古民家を活用し、
「おもてなしカフェ」の設

置を目指します。

これまでの活動
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「くろばね茶」の復興と「紅茶」の開発への挑戦！



山
内
甲
地
区
は
棚
田
が
広
が
り
、
ホ
タ
ル
が
飛
び
交
う
美
し

い
自
然
環
境
が
残
る
地
域
で
、こ
の
棚
田
や
自
然
を
活
用
し
、

都
市
農
村
交
流
に
取
り
組
ん
で
来
ま
し
た
。

棚
田
オ
ー
ナ
ー
制
度
を
核
に
し
た
ホ
タ
ル
観
察
会
や
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
を
行
う
な
ど
活
発
に
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
、
来
訪
者
が
快
適
に
休
憩
で
き
る
施
設
を
地
域
住
民
自

ら
施
工
を
行
い
、
今
後
の
交
流
活
動
の
更
な
る
発
展
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

弁
当
や
総
菜
な
ど
の
新
商
品
開
発
の
た
め
の
研

究
結
果
と
し
て
地
区
の
中
心
施
設
で
あ
る
「
い
い

里
さ
か
が
わ
館
」に
お
い
て
新
作
弁
当
等
を
開
発

し
、販
売
し
て
い
ま
す
。

食
材
は
、
地
元
産
の
コ
メ
を
使
用
し
、
野
菜
に
こ

だ
わ
り
、季
節
の
野
菜
の
天
ぷ
ら
な
ど
10
種
類
の

お
か
ず
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。冷
凍
物
は
使
わ

ず
、
全
て
手
作
り
で
す
。竹
皮
を
張
っ
た
弁
当
箱
、

包
装
紙
の
デ
ザ
イ
ン
（
4
種
類
）
は
、
茂
木
高
校

美
術
部
生
徒
が
協
力
し
て
い
ま
す
。

那
珂
川
町
ホ
ン
モ
ロ
コ
養
殖
組
合
連
絡
協
議
会
が
、

那
珂
川
町
立
の
小
中
学
校
と
幼
稚
園
の
給
食
に
「
那

珂
川
町
里
山
ほ
ん
も
ろ
こ
」
を
提
供
し
ま
し
た
。
ほ

ん
も
ろ
こ
は
、
骨
が
柔
ら
か
い
淡
白
な
味
の
コ
イ
科

の
小
魚
で
、
清
流
を
引
い
た
休
耕
田
を
活
用
し
た
池

で
手
塩
に
か
け
て
育
て
ら
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
「
ほ
ん
も
ろ
こ
の
ご
ま
が
ら
め
」
を

頭
か
ら
ぱ
く
ぱ
く
と
平
ら
げ
、
お
か
わ
り
の
列
に
は

た
く
さ
ん
の
子
ど
も
が
並
び
ま
し
た
。

今
後
は
加
工
品
の
開
発
や
飲
食
店
へ
の
PR
な
ど
、
よ

り
一
層
積
極
的
に
販
路
拡
大
に
取
り
組
ん
で
行
く
予

定
で
す
。

地域の特性に応じた多様な地域住民活動の展開を図るため、ワークショップの手法を用いて、

地域住民活動の活発化や組織作り等を支援します。

地
域
住
民
が
主
役
。

魅力ある中山間の未来をつくる
中山間地域における地域住民活動を広げていくため、県内における実践事例としてモデル的・拠点的な

グラウンドワーク活動の支援を行い、周辺地域へ地域住民活動の取組を広げていきます。

都市住民との交流拠点づくり

﹃
ホ
ン
モ
ロ
コ
を
活
用
し
た
地
域
活
性
化
﹄

︵
那
珂
川
町
馬
頭
地
区
︶

﹃
地
元
食
材
弁
当
の
開
発
﹄

︵
茂
木
町
飯
地
区
︶

「
古
民
家
久
我
の
庄
」
を
拠
点
に
木
工
教
室
や
ま
ん

じ
ゅ
う
作
り
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
と
と

も
に
、
周
辺
の
花
壇
整
備
や
案
内
看
板
や
ベ
ン
チ

作
成
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
活
動
を
地
域
住
民
が
積
極
的
に
行
う
こ

と
で
、こ
れ
ま
で
以
上
に
都
市
住
民
と
の
交
流
へ
の

意
欲
が
高
ま
り
地
域
の
元
気
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

﹃
古
民
家
を
拠
点
と
し
た

都
市
住
民
と
の
交
流
﹄

︵
鹿
沼
市
下
久
我
地
区
︶

﹃
交
流
施
設
の
整
備
﹄

　
　
　︵
茂
木
町
山
内
甲
地
区
︶

ワークショップ事業（H26）

ワークショップ事業（H24）

グラウンドワーク事業（H23）

グラウンドワーク事業（H25）
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佐
野
市
船
越
北
地
区
で
は
、
地
元
住
民
と
企
業

が
協
働
し
、
耕
作
放
棄
地
を
農
地
へ
再
生
す
る

活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。活
動
の
き
っ
か
け

は
、
平
成
23
年
度
に
長
年
、
耕
作
放
棄
さ
れ
て
き

た
農
地
を
「
と
ち
ぎ
夢
大
地
応
援
団
」
の
み
な
さ

ん
と
、
耕
作
放
棄
地
の
再
生
を
行
っ
た
こ
と
で

す
。平
成
24
年
度
は
、
船
越
北
町
会
、
㈱
シ
オ
ダ

食
品
、
三
陽
建
設
㈱
と
協
働
で
、
用
水
路
の
整
備

等
を
行
う
と
と
も
に
、
再
生
し
た
農
地
に
は
ソ

バ
や
シ
ョ
ウ
ガ
の
栽
培
も
し
て
い
ま
す
。将
来

は
、
シ
ョ
ウ
ガ
の
栽
培
を
増
や
し
た
り
、
地
域
の

休
耕
地
を
レ
ン
ゲ
畑
に
し
た
り
す
る
構
想
が
あ

り
、夢
は
大
き
く
膨
ら
ん
で
い
ま
す
。

企業と集落による協働活動

地域資源を活用した特産品開発

﹃
企
業
と
集
落
の
協
働
に
よ
る

 

耕
作
放
棄
地
の
再
生
﹄

︵
シ
オ
ダ
食
品
＋
佐
野
市
船
越
北
地
区
︶

中
塩
原
地
区
は
、大
根
や
カ
ブ
の
栽
培
が
盛
ん
な
地

域
で
す
が
、
年
々
、
シ
カ
や
サ
ル
に
よ
る
被
害
が
増

加
し
て
い
ま
す
。ま
た
、
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
に

よ
り
遊
休
農
地
も
目
立
ち
始
め
て
い
ま
す
。そ
こ

で
、そ
れ
ら
の
対
策
及
び
高
原
野
菜
の
消
費
拡
大
を

図
る
た
め
、
獣
害
に
強
い
香
草
の
作
付
け
を
す
る
と

と
も
に
、
ア
グ
リ
パ
ル
塩
原
会
の
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
部

会
（
女
性
13
名
）
で
は
、
地
元
で
と
れ
た
塩
原
大
根

や
ほ
う
れ
ん
草
等
を
よ
り
美
味
し
く
食
べ
て
も
ら

う
た
め
に
、
特
産
品
で
あ
る
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
や
柚

子
を
中
心
に
、
タ
マ
ネ
ギ
や
生
姜
、
ニ
ン
ニ
ク
等
を

使
っ
て
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
を
開
発
し
ま
し
た
。こ
れ
ら

の
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
は
、
ア
グ
リ
パ
ル
塩
原
内
の
3
カ

所
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

﹃
地
域
特
産
品
を
使
っ
た
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
開
発
﹄

︵
那
須
塩
原
市
中
塩
原
地
区
︶

人を呼び込む。

﹃
若
者
と
地
域
住
民
に
よ
る

 

魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
﹄

︵
大
田
原
市
須
賀
川
地
区
＋
宇
都
宮
大
学
︶

農山村地域への来訪意欲の喚起やボランティア活動に関する潜在的な需要の掘り起こしに向けた取組を進めるため、農山村地域
の魅力やボランティア活動を体験できるツアー等を行います。

須
賀
川
地
区
で
は
地
域
に
都
市
住

民
が
来
訪
し
て
ら
う
た
め
に
、地
域

資
源
を
利
用
し
た
特
産
品
や
体
験

メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。今
回
、
宇
都
宮
大
学
の
学
生
が

地
域
住
民
と
交
流
を
図
り
な
が

ら
、須
賀
川
の
地
域
資
源
を
都
市
住

民
に
PR
し
て
誘
客
す
る
方
策
の
検

討
を
行
い
、地
域
活
性
化
案
を
と
り

ま
と
め
ま
し
た
。

﹃
中
山
間
地
域
の
魅
力
を
満
喫
！
﹄

︵
大
田
原
市
、那
珂
川
町
、那
須
烏
山
市
、茂
木
町
︶

農
山
村
地
域
の
魅
力
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
体
験
で
き
る
「
栃
木
を
感
じ
る
農
村
体
感
ツ
ア
ー 

1
泊
2
日
旅
。」
を
八

溝
地
域
で
実
施
し
ま
し
た
。首
都
圏
な
ど
か
ら
約
20
人
が
参
加
し
、爽
や
か
な
秋
空
の
下
、茶
摘
み
の
お
手
伝
い
や
果
物
の

収
穫
体
験
、地
元
の
方
々
と
の
交
流
な
ど
、中
山
間
地
域
の
魅
力
が
た
っ
ぷ
り
詰
ま
っ
た
旅
と
な
り
ま
し
た
。

企業等中山間集落支援モデル事業（H24-H25）

中山間特産品等チャレンジ事業（H25）

若者提案型協働プロジェクト事業（H26）

中山間地域の多くの集落では高齢化や過疎化の進行等により、農業や地域活動が困難な状況となっています。その中で、

「地域を活性化し、元気にしたい」と頑張っている集落もあります。こうした集落に実際に訪れてもらい、1 人でも多く
の方に中山間地域のファンになって頂けることを期待しています。

中山間地域魅力体験ツアー事業（H26）

集落の課題を解決するための「地域活性化案」を若者の皆さんの視点で提案してもらいます。
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人を呼び込む。 地域住民が主役。



県・市町

（公財）栃木県農業振興公社

地域住民 都市住民 ﹃
と
ち
ぎ
夢
大
地
応
援
団
活
動
﹄

茂
木
町 

河
又
地
区

農
山
村
地
域
で
は
、
過
疎
化
や
高
齢
化
が
進
み
、
農

地
を
守
る
こ
と
や
地
域
の
伝
統
文
化
等
を
伝
え
て

い
く
こ
と
が
年
々
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。と

ち
ぎ
夢
大
地
応
援
団
は
、
様
々
な
人
の
交
流
や
協
働

活
動
を
通
じ
て
、
農
山
村
地
域
の
活
性
化
や
地
域
資

源
を
守
り
「
ふ
る
さ
と
栃
木
」
を
次
世
代
に
伝
え
て

い
く
こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

茂
木
町
河
又
地
区
で
は
農
村
レ
ス
ト
ラ
ン
「
虹
色
の

里
あ
じ
彩
」
を
拠
点
に
都
市
住
民
と
の
交
流
を
行
っ

て
い
ま
す
。今
回
は
「
里
山
散
策
の
た
め
の
丸
太
階

段
と
橋
づ
く
り
」
行
い
ま
し
た
。農
業
体
験
等
で
河

又
を
訪
れ
る
保
育
園
児
が
安
全
に
里
山
を
散
策
で

き
る
よ
う
、
急
な
斜
面
に
丸
太
階
段
を
設
置
し
た

り
、
水
路
を
渡
る
た
め
の
橋
を
つ
く
り
ま
し
た
。園

児
達
の
喜
ぶ
姿
を
見
る
の
が
待
ち
遠
し
い
で
す
。

「
国
見
の
棚
田
は
日
本
の
原
風

景
。し
か
し
、
高
齢
化
が
進
み
維

持
す
る
の
が
困
難
に
な
っ
て
き
て

い
る
。た
く
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
様
が
参
加
し
て
頂
き
大

変
あ
り
が
た
く
思
っ
て
い
る
。」

大
谷
那
須
烏
山
市
長
の
歓
迎
の

挨
拶
の
あ
と
、
棚
田
周
り
の
急
傾

斜
斜
面
の
草
刈
を
行
い
ま
し
た
。

通
常
の
作
業
よ
り
労
力
が
必
要

と
な
り
ま
す
が
、
日
本
の
棚
田

1
0
0
選
に
も
指
定
さ
れ
て
い

る
国
見
の
棚
田
を
守
る
た
め
、

参
加
者
一
丸
と
な
っ
て
作
業
を

行
い
、
美
し
い
棚
田
が
現
れ
ま

し
た
。

那
須
烏
山
市 

国
見
地
区

と
ち
ぎ
夢
大
地
応
援
団
カ
レ
ッ
ジ
活
動
は
、次
世
代

を
担
う
若
い
人
た
ち
が
農
地
保
全
な
ど
の
活
動
を

通
じ
て
豊
か
な
農
村
環
境
の
維
持
・
保
全
の
大
切

さ
を
学
び
、さ
ら
に
伝
統
文
化
に
触
れ
農
業
農
村
へ

の
理
解
を
深
め
て
頂
く
た
め
の
活
動
で
す
。

﹃
カ
レ
ッ
ジ
活
動
﹄

﹃
企
業
連
携
活
動
﹄

栃
木
市 

大
柿
地
区

栃
木
市
大
柿
地
区
に
お
い
て
、
デ
ク
セ
リ
ア
ル
ズ
㈱

の
皆
様
が
参
加
し
、
夢
大
地
応
援
団
活
動
を
実
施
し

ま
し
た
。

大
柿
地
区
で
は
美
し
い
里
山
を
快
適
に
都
市
住
民

の
方
に
散
策
し
て
頂
け
る
よ
う
土
の
遊
歩
道
に
チ
ッ

プ
を
ま
く
作
業
と
清
掃
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
し
た
企
業
の
方
は
「
今
後
も
里
山
整
備
の
お
手

伝
い
を
続
け
て
い
き
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

大
柿
地
区
は
集
落
を
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
で
、い
っ
ぱ
い
に

す
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。足
利
短
期
大
学
学
生

が
、ヒ
ガ
ン
バ
ナ
の
球
根
を
植
栽
す
る
作
業
を
行
い

ま
し
た
。参
加
し
た
学
生
は
、「
久
し
ぶ
り
に
自
然
と

触
れ
あ
う
こ
と
で
心
が
癒
さ
れ
た
」「
花
が
咲
く
頃
、

ま
た
訪
れ
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

栃
木
市 

大
柿
地
区

足
利
短
期
大
学
学
生
と
地
域
住
民
の
方
と
一
緒
に
、

林
地
と
集
落
の
間
に
シ
カ
侵
入
防
止
フ
ェ
ン
ス
を

約
2
0
0m
設
置
し
ま
し
た
。地
元
の
代
表
者
は

「
高
齢
化
が
進
む
中
、若
い
人
の
支
援
は
う
れ
し
い
。

活
動
を
通
し
て
中
山
間
地
域
の
問
題
に
関
心
を

持
っ
て
欲
し
い
」と
話
し
て
ま
し
た
。 

佐
野
市 

上
仙
波
地
区

ふ
る
さ
と
を
守
る
。

栃木市 大柿地区　「遊歩道へのチップ敷設と清掃活動」

佐野市 上仙波地区
「シカ対策 フェンスを設置」

栃木市 大柿地区
「ヒガンバナの球根を植栽」

那須烏山市 国見地区
「棚田周りの急傾斜斜面の草刈」

茂木町 河又地区
「里山散策のための丸太階段と橋づくり」

茂木町 河又地区
「里山散策のための丸太階段と橋づくり」

佐野市 多田地区
「耕作放棄地の草刈り、灌木の伐採」

とちぎ夢大地応援団の
“３つの目標”

とちぎ夢大地応援団のしくみ
協働活動への参加

情報収集

連携

支援

訪問参加
呼びかけ

受入地区の
掘り起こし

活動企画
段取り支援

都市住民
学校
企業 など

農山村地域

活動組織・集落

農村環境保全

景観づくり

鳥獣害対策

生態系保全

伝統文化の継承

耕作放棄地解消

地域コミュニティ形成

など

豊かな農村の
維持・保全1夢夢

豊かな地域資源の
創造と継承3夢夢

2夢夢

ボランティアと地域住民
が協力し合えるパート
ナーシップの構築
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企
業
と
中
山
間
集
落
の
協
働
に
よ
る
活
動
を
支
援

鹿
沼
市
上
板
荷
地
区
で
は
、イ
ノ
シ
シ
の
農
作
物

被
害
が
深
刻
化
し
て
お
り
、被
害
を
防
止
す
る
た

め
、平
成
24
〜
25
年
度
に
か
け
て
地
元
ス
ー
パ
ー

の
協
力
も
得
て
、集
落
全
体
を
囲
う
侵
入
防
止
柵

を
全
長

9．2
㎞
設
置
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、農
地
へ
の
イ
ノ
シ
シ
の
侵
入
が
減

少
し
作
付
け
が
再
開
。生
産
し
た
小
ナ
ス
な
ど
を

地
元
ス
ー
パ
ー
で
販
売
し
た
こ
と
に
よ
り
、さ
ら

に
生
産
者
の
意
欲
が
高
ま
り
、地
域
の
活
性
化
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
活
動
は
優
良
事
例
と
し
て
評
価
さ
れ
、平
成

26
年
度
鳥
獣
被
害
対
策
優
良
活
動
表
彰〝
農
林
水

産
省
生
産
局
長
賞
〞を
受
賞
し
ま
し
た
。

鳥
獣
か
ら
農
作
物
を
守
る
。

﹃
鳥
獣
か
ら
農
作
物
を
守
る
対
策
事
業
﹄

企
業
等
中
山
間
集
落
支
援
モ
デ
ル
事
業

被
害
が
増
え
て
き
た
理
由

な
ぜ
被
害
が
増
え
た
の
か
？

鳥
獣
類
に
よ
る
農
作
物
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
地
域
が
主
体
と
な
っ
て
行
う
地
域
ぐ
る
み
の
鳥
獣
被
害
防
止
の
取
組
を
支
援
し
ま
す
。

現
代
に
お
け
る
イ
ノ
シ
シ
の
生
息
域
の
急
激
な

回
復
は
過
去
の
歴
史
を
見
て
も
類
を
見
な
い
ほ

ど
の
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。そ
の
も
っ
と
も
大

き
な
要
因
の
ひ
と
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、

1
9
6
2
年
頃
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
転
換
が

起
こ
り
、高
度
経
済
成
長
に
伴
い
、経
済
構
造
が

変
化
し
農
村
部
が
過
疎
化
し
始
め
た
こ
と
で
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
以
前
は
燃
料
で
あ
る
薪
や
炭

を
採
り
、水
田
を
作
り
、焼
き
畑
も
行
い
、木
材
と

し
て
も
山
林
を
利
用
し
て
い
た
た
め
、人
が
身
近

に
い
て
、餌
も
少
な
く
、見
通
し
の
良
い
山
林
は

野
生
動
物
に
と
っ
て
は
生
息
し
に
く
い
環
境
で

あ
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、燃
料
は
、電
気
や
ガ
ス
、石
油
な
ど
に

変
わ
り
、山
林
は
放
置
さ
れ
、藪
が
広
が
り
、野
生

動
物
に
と
っ
て
住
み
や
す
い
環
境
に
な
っ
て
い

き
ま
し
た
。

イ
ノ
シ
シ
は
非
常
に
警
戒
心
が
強
く
臆
病
な
動
物

で
あ
る
た
め
、姿
を
隠
す
こ
と
が
で
き
て
、か
つ
、

餌
が
豊
富
な
広
葉
樹
林
、竹
林
、藪
、耕
作
放
棄
地

を
と
て
も
好
み
ま
す
。こ
う
い
う
場
所
が
豊
富
に

あ
る
と
イ
ノ
シ
シ
は
安
定
的
に
繁
殖
し
、数
が
増

え
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
た
、農
作
物
は
栄
養
価
が
高
い
た
め
、ひ
と
た
び

農
地
の
侵
入
を
許
せ
ば
、自
然
死
亡
率
が
低
下
し

て
さ
ら
に
数
が
増
え
て
し
ま
う
の
で
す
。

鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
金
額
は
平
成
25
年

度
、
国
全
体
で
は
約
2
0
0
億
円
。
栃
木
県
全

体
で
約
3
億
円
に
も
の
ぼ
っ
て
お
り
、
深
刻
な

状
況
で
す
。

農
作
物
被
害
は
200
億
円

平
成
25
年
度
、県
内
の
獣
類
に
よ
る
被
害
は
約
2

億
1
千
8
百
万
円
で
あ
り
、そ
の
う
ち「
イ
ノ
シ

シ
」に
よ
る
被
害
が
約
半
分
を
占
め
て
い
ま
す
。

平
成
26
年
に
宇
都
宮
市
の
市
街
地
で
も
イ
ノ
シ
シ

の
出
没
が
あ
り
ま
し
た
が
、近
年
、鳥
獣
に
よ
る

被
害
は
山
間
部
か
ら
平
地
部
ま
で
広
が
っ
て
い
る

状
況
で
す
。

被
害
防
止
対
策
は
全
国
各
地
で
昔
か
ら
試
行
錯
誤

が
重
ね
ら
れ
、現
代
で
は
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
や

電
気
柵
な
ど
の
獣
類
の
侵
入
を
食
い
止
め
る
技
術

が
確
立
さ
れ
て
い
ま
す
が
、柵
の
設
置
等
に
よ
る

防
止
効
果
を
発
揮
さ
せ
る
た
め
に
は
、個
々
の
農

家
だ
け
で
な
く
、非
農
家
も
含
め
地
域
全
体
が
ま

と
ま
っ
て
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。個
人
で
対
策

を
行
っ
て
も
、対
策
を
し
て
い
な
い
近
隣
の
農
地
で

は
被
害
が
発
生
し
続
け
る
た
め
、地
域
全
体
と
し

て
の
被
害
軽
減
に
は
繋
が
り
ま
せ
ん
。結
果
と
し

て
個
人
の
負
担
も
重
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、国
の
制
度
に
よ
り
、柵
で
守
る
対
象
農

地
の
受
益
者
3
戸
以
上
が
ま
と
ま
り
、自
力
で
柵

を
設
置
す
る
場
合
に
は
、柵
の
資
材
費
を
全
額
補

助
す
る
事
業
制
度
が
あ
り
ま
す
。県
内
で
は
こ
れ

ら
の
事
業
等
を
活
用
し
、各
地
域
で
柵
の
整
備
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、県
で
は
宇
都
宮
大
学
や
鳥
獣
管
理
士
等
の

専
門
家
と
連
携
し
、野
生
鳥
獣
の
生
態
を
踏
ま
え

た
被
害
防
止
対
策
に
関
す
る
正
し
い
知
識
・
技
術

を
持
っ
た
地
域
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
や
、地
域
ぐ
る

み
の
対
策
を
広
く
普
及
さ
せ
る
た
め
獣
害
に
強
い

集
落
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

野
生
鳥
獣
対
策
は
集
落
の
協
働
作
業
で
も
あ
り
、

地
域
の
結
束
力
が
高
ま
り
活
性
化
に
結
び
つ
く
取

り
組
み
で
も
あ
り
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
関
係
者
が

力
を
合
わ
せ
、美
し
い
農
地
農
村
を
未
来
に
向
け

て
守
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

イノシシによる水稲被害

イノシシによる掘り起こし被害

対策の理想図

稲40%
1億1千8百万円

野菜29%
8千5百万円

果樹12%
3千6百万円

いも類 11% 飼料作物4%

麦類 1%
豆類 1%
その他 1%

雑穀 1%

円グラフで見る鳥獣被害

被害を及ぼす鳥獣内訳
平成25年度栃木県内における
鳥獣による農作物被害内訳

鳥 獣26%
7千 8百万円

獣 害 74%
2億 1千 8百万円

獣 害
鳥 獣

獣による被害額合計 2億 1千 8百万円

被害を及ぼす獣種内訳

イノシシ50%
1億9百万円

シカ22%
4千9百万円

ハクビシン15%
3千3百万円

サル9%
1千9百万円

クマ2% その他2%

イノシシ
シカ
ハクビシン

サル
クマ
その他

鳥獣による被害額合計 2億 9千 6百万円

稲
野菜

果樹
いも類

飼料作物
雑穀

麦類
豆類
その他
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鳥獣から農作物を守る。



中
山
間
地
域
を
支
え
る
。

『彼岸花の咲く里横沢』（那須町横沢地区）

横沢集落は、那須の観光地にも近いことから集落を通る観光客の目を楽
しませるため集落の沿道に地域住民と一緒に彼岸花の植栽活動を行って
います。

『加工所』（茂木町須藤地区・林地区）

須藤地区の『もてぎ手づくり工房』では、ユズを中心と
した地元特産品を使ったソース、ジャムなどの商品開発
を行い、林地区の『林農産加工所』では、地元産の野菜
を使ったギョウザ、惣菜などを創作することで、加工品
のブランド化を展開し、地域農業の活性化や雇用創出を
進めています。また、「道の駅もてぎ」などで加工品を
販売することで都市住民との交流拡大につなげるととも
に、生産から加工、販売までを町内で行う6次産業化の
拠点施設として、地域活性化の起爆剤となることが期待
されています。

『吊り橋』（那須塩原市板室地区）

那珂川支流の木の俣川に「巨岩吊橋」を整備し、7月13日にオープン記念式典が行われました。橋は板室温泉
の入り口にあり、両岸には、交流広場や遊歩道も併せて整備されました。清流と豊かな緑の景観を楽しめる
ことから、都市部からのツアーや交流イベントに利用することで、地域活性化の拠点となることが期待され
ています。

中
山
間
地
域
は
流
域
の
上
流
部
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
、
中
山
間
地
域
の
農
業
・
農
村
が
持
つ

多
面
的
機
能
に
よ
っ
て
、
下
流
域
の
都
市
住
民
を
含
む
多
く
の
県
民
の
豊
か
な
暮
ら
し
を
守
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
「
多
面
的
機
能
」
は
県
民
の
大
切
な
財
産
で
あ
り
、
こ
れ
を
維
持
・
発
揮
さ
せ
る
た
め

に
行
わ
れ
て
い
る
様
々
な
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

中
山
間
地
域
等

　
　
　直
接
支
払
制
度

中
山
間
地
域
は
、
一
枚
当
た
り
の
田

ん
ぼ
も
小
さ
く
、
傾
斜
も
急
で
法
面

の
草
刈
り
に
も
労
力
が
か
か
る
な

ど
、
高
齢
化
が
進
行
す
る
中
で
、
農

地
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
困
難
に

な
っ
て
い
ま
す
。 

そ
の
よ
う
な
中
山
間
地
域
の
農
業
・

農
村
を
維
持
し
、
将
来
に
向
け
て
発

展
し
て
い
け
る
よ
う
、
県
内
、
市
町

で
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
を
活

用
し
、
農
業
生
産
条
件
が
不
利
な
中

山
間
地
域
に
お
い
て
、
農
地
の
維

持
・
管
理
を
通
じ
た
多
面
的
機
能
の

確
保
や
地
域
活
性
化
の
取
組
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。 

平
成
27
年
度
か
ら

始
ま
る
第
4
期
対
策
は
、
日
本
型
直

接
支
払
制
度
の
ひ
と
つ
と
し
て
「
農

業
の
有
す
る
多
面
的
機
能
の
発
揮
の

促
進
に
関
す
る
法
律
（
H
27
．
4
．
1

施
行
）
」
に
基
づ
き
実
施
さ
れ
ま
す
。 

山
村
振
興
対
策
事
業

農
業
生
産
活
動
等
の
維
持
を
図
り
な
が
ら
、
農
山
村
の
活
性
化
を
図
る
た

め
、
歴
史
、
伝
統
文
化
、
自
然
環
境
等
の
地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
生
産

施
設
や
交
流
施
設
等
の
整
備
を
支
援
し
ま
す
。

県
営
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業

中
山
間
地
域
に
お
け
る
農
業
の
振
興
と
住
居
条
件
の
向
上
を
図

る
た
め
、
立
地
条
件
を
活
か
し
た
農
業
生
産
基
盤
と
農
村
生
活
環

境
の
整
備
を
総
合
的
に
支
援
し
ま
す
。

『水路橋』（塩谷町荒川清流地区）

中山間地域総合整備事業で整備した用水路（西古屋地区）において、河川を
横断して用水路を通すため水路橋（橋長18m）が整備されました。
今回の改修により、白石川左岸の大水田地域へ用水の安定供給が可能になり
ました。

『活性化施設』
（矢板市泉地区）

「第一農場活性化施設」は住民によ
る地域活性化活動の拠点として有効
活用されています。
地元の女性農業者で結成された「山
ゆりの会」による地元産のもち米を
使用した「赤飯」や「豆餅」等の加
工品の生産が行われており、「道の
駅やいた」で販売しています。購入
者からも好評を得ており、地域の活
性化に寄与しています。

HP：http://www.tochinoki.jp/pref/kikin/tanada_pr.html

と
ち
ぎ
の
棚
田
21

県
内
に
は
古
く
か
ら
伝
わ
っ
て
い
る
棚
田
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。食
料
生
産
の
場
で
あ
る
と
と
も
に
、貴
重
な

地
域
資
源
の
一
つ
で
あ
り
、
癒
し
や
安
ら
ぎ
を
与
え
て

く
れ
る
な
ど
の
大
切
な
役
割
を
も
つ
棚
田
は
、
地
域
の

人
達
の
多
く
の
努
力
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
の
原
風
景
と
し
て
都
市
住
民
の
み
な
さ
ん
か

ら
も
親
し
ま
れ
る
棚
田
を
こ
れ
か
ら
も
守
っ
て
い
く
た

め
に
は
、
広
く
県
民
の
皆
様
に
棚
田
を
理
解
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
重
要
で
す
。こ
の
た
め
、
県
で
は
、
21
世
紀

に
残
す
べ
き
優
良
な
棚
田
と
し
て
「
残
し
た
い
栃
木
の

棚
田
21
」を
認
定
し
て
い
ま
す
。棚
田
は
、見
る
季
節
、時

間
、
天
候
等
に
よ
っ
て
、
様
々
な
表
情
を
見
せ
て
く
れ
、

私
た
ち
に
新
た
な
発
見
を
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。こ
の
機

会
に
、
あ
な
た
の
お
気
に
入
り
の
棚
田
を
見
つ
け
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

塩谷町
喜佐見

那珂川町
健武山中

那珂川町
健武冥賀

那須
烏山市
国見

那珂川町
大内脇郷

大田原市
尻高田

那須町
石倉

矢板市
兵庫畑

大田原市
大久保

那珂川町
小砂大沢
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中山間地域を支える。


